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八
月 

別
名 

葉
月
（
は
づ
き
）
、
建
酉
月
（
け
ん
ゆ
う

げ
つ
）
、
仲
秋
（
ち
ゅ
う
し
ゅ
う
） 

 

葉
月
の
語
源
は
様
々
あ
る
。
子
供
の
こ
ろ
は
、
木
々
の
葉
の
色

が
黒
々
と
し
た
緑
濃
き
季
節
と
し
て
「
葉
の
月
」
と
名
付
け
た
か

と
思
っ
て
い
た
が
、
陰
暦
八
月
は
新
暦
で
は
九
月
上
旬
か
ら
十
月

上
旬
の
候
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
奥
儀
抄
」
に
「
木
の
葉
の

も
み
ぢ
て
落
つ
る
ゆ
ゑ
に
葉
落
ち
月
と
い
ふ
を
誤
れ
り
」
、
ま
た

「
至
宝
抄
」
に
「
初
月
と
書
く
。
ま
た
（
中
略
）
初
来
（
は
つ
き
）
と
い

ふ
。
雁
の
初
め
て
来
る
こ
こ
ろ
な
り
」
で
「
初
雁
月
」
、
ま
た
稲
穂

が
実
っ
て
く
る
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
「
穂
張
り
月
」
の
転
と
す
る
説
も

あ
る
と
い
う
。  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

お
み
な
へ
し 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

       

８
月
１
日
（
月
）
か
ら
診
療
体
制
を
変
更
！ 

                

受付時間 月 火 水 木 金 土  日祝 

8：30～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○  × 

15：00-17：30 ○ △ △ × △ ×  × 

○…通常の診療を行います（月～土の午前と。月の午後） 

△…通常の診療は行わず内視鏡（予約のみ）・往診 

内視鏡は人数により朝８:００から施行することもあります 

※発熱外来は １２時～１３時となります 

 

令和 4年 8月（229）

９）（219）

（218）（207）

（（（No2011）  

 
医院だより  
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次 

１  

八
月
の
異
称
、
お
知
ら
せ
（
診
療
体
制
の
変
更
） 

 

 
   

 

２ 

八
月
の
花
、
八
月
の
言
葉
、
八
月
の
暦 

 
     

３ 

か
か
り
つ
け
医
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
、
発
熱
受 

 

 
 
 
 
 
 

診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
群
馬
・
埼
玉
） 
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ク
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の
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５
３
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９
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９
７
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 『
八
月
の
花
』 

向
日
葵(

ひ
ま
わ
り)

、
朝
顔
、
百
日
紅(

さ
る
す
べ
り)

、

カ
ン
ナ
、
白
粉
花
（お
し
ろ
い
ば
な
）
、
大
松
宵
草
（お
お

ま
つ
よ
い
ぐ
さ
）
、
下
野
草(

し
も
つ
け
そ
う)

、
鷺
草
（
さ

ぎ
そ
う
）
、
柳
蘭
（
や
な
ぎ
ら
ん
）
、
露
草
（
つ
ゆ
く
さ
）
、

百
日
草(

ひ
ゃ
く
に
ち
そ
う)

、
小
鬼
百
合
（こ
お
に
ゆ

り
）
、
夕
菅
（
ゆ
う
す
げ
）、
駒
草
（
こ
ま
く
さ
）
、
野
甘
草

（
の
か
ん
ぞ
う
）
、
山
百
合(

や
ま
ゆ
り) 

 
 
 
 

  

『八
月
の
言
葉
』 

つ
ま
り
、
あ
な
た
方
に
は
、
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
こ

と
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
苦
し
む
こ
と

も
、
恵
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

(

フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙
第
一
章
二
九
節) 

艱
難
は
こ
れ
を
受
け
る
と
き
に
は
決
し
て
喜
ば
し

い
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
忍
耐
の
実
を
結

ん
で
か
ら
、
高
い
信
仰
を
私
た
ち
に
供
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、
私
た
ち
は
艱
難
を
わ
が
兄
弟
、
わ
が
姉

妹
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
る
。
神
の
作
ら
れ
た
も
の
で

実
は
艱
難
に
勝
る
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

他
の
も
の
は
私
た
ち
に
示
す
の
に
神
の
力
と
智
慧

と
を
も
っ
て
行
う
が
、
艱
難
は
私
た
ち
を
導
い
て

直
接
神
の
心
に
至
ら
せ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
  

 

内
村
鑑
三
「
一
日
一
生
」
七
月
十
一
日 

 

「八
月
の
暦
」 

 
 
 

一 

日 
 

八
朔
、
水
の
日 

    

二 

日 
 

青
森
ね
ぶ
た
祭
、 

上
島
鬼
貫
忌 

な
ん
と
今
日
の
暑
さ
は
と
石
の
塵
を
吹
く 

そ
よ
り
と
も
せ
い
で
秋
立
つ
こ
と
か
い
の 

冬
は
ま
た
夏
が
ま
し
じ
ゃ
と
い
ひ
に
け
り 

 
 

 

五 

日 
 

山
形
花
笠
祭
り
、
新
潟
祭
り 

 
 

 

六 

日 
 

広
島
平
和
記
念
日
、
仙
台
七
夕
、
東

京
佃
祭 

 
 

 

七 

日 
 

立
秋
、
鼻
の
日 

 
 

 

九 

日 
 

長
崎
原
爆
記
念
日 

 
 

 

十 

日 
 

西
鶴
忌 

辞
世
、
人
間
五
十
年
の
究
り
、
そ
れ
さ
へ

我
に
は
あ
ま
り
た
る
に
、
ま
し
て
や 

浮
世
の
月
見
過
し
に
け
り
末
二
年 

 
   

十
一
日 

 

山
の
日
、
高
知
よ
さ
こ
い
祭
り 

 
 

  

十
二
日  
徳
島
阿
波
踊
り 

十
五
日 

 

月
遅
れ
盆
、
終
戦
記
念
日 

十
八
日 

 

伝
教
大
師
誕
生
会 

 
 
  

 

二
十
日  

鎌
倉
宮
祭 

二
十
三
日 

一
遍
聖
人
忌 

 
 
 
 
 
 
 

処
暑 

暑
さ
も
よ
う
や
く
お
さ
ま
り
、 

朝
夕
は 

初
秋
の
気
配
が
漂
い
ま
す
。 

二
十
六
日 

富
士
吉
田
火
祭
り 

三
十
日 

 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
来
日
（一
九
四
五
年
） 

 
 
 
 

参
考 

令
和
４
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

  

「か
か
り
つ
け
医
」 

 

当
院
で
は
、
日
本
医
師
会
に
認
定
さ
れ
た
日
医
か
か
り
つ
け
医
機 

能
研
修
制
度
の
「か
か
り
つ
け
医
」が
診
療
に
あ
た
り
ま
す 

「か
か
り
つ
け
医
」と
は
（定
義
） 

 

「な
ん
で
も
相
談
で
き
る
上
、
最
新
の
医
療
情
報
を
熟
知

し
て
、
必
要
な
時
に
は
専
門
医
、
専
門
医
療
機
関
を
紹
介

で
き
、
身
近
で
頼
り
に
な
る
地
域
医
療
、
保
健
、
福
祉
を
担

う
総
合
的
な
能
力
を
有
す
る
医
師
。
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
下
省
略
（２
０
０
０
／
７
に
詳
細
） 
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お
知
ら
せ 

一
、
六
月
か
ら
各
種
検
診
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

二
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

三
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 
 

○ 

禁
煙
外
来 

     

○ 

骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
と
治
療 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
カ
メ
ラ(

施
行
し
て
い
ま
す)

・ 

大
腸
カ
メ
ラ
（現
在
は
休
止
）  

 
 

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇 

発
熱
対
応 

継
続
中 

四
、
当
番
医 

八
月
七
日
（日
）九
時
か
ら
十
八
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
、
外
来
の
予
約
診
療
の
一
時
休
止
に
つ
い
て 

現
在
は
諸
事
情
の
た
め
、
外
来
予
約
制
は
休
止
し
て

お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
お
気

軽
に
受
付
ま
で
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。 

六
、
発
熱
外
来 

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
動

線
を
分
け
て
診
療
す
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
以
下
の

よ
う
に
診
療
し
ま
す
。   

・ 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
し
て 
 

 
 

下
さ
い
。
そ
の
後
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―

８
３
１
５ 

８
月
か
ら
発
熱
外
来
は
十
二
時
～
十
三
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ 

 
 
 
 
 
 
 

 

         

次
の
機
関
で
も
受
診
に
つ
い
て
の
相
談
が
で
き
ま
す
。 

 

群馬県受診・相談センター（２４時間対応） 0570-082-820 

前橋市受診・相談センター（午前８時３０分～午後９時） 027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6112 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

ぐんまコロナワクチンダイヤル（副反応などの相談）無休、 

２４時間、２０か国語 

0570-783-910 
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 七
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

h
ttp

://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

   
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 

        

八
、
第
４
回
目
の
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て 町

村
の
広
報
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。  

（以
下
広
報
ふ
じ
お
か
７
・１
５
号
） 

 

ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種 

６
０
歳
以
上
の
人
・基
礎
疾 

患
の
あ
る
人
の
４
回
目
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
。  

市
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
相
談
は
市
の
『コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
』で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 
 
 

電
話 

０
２
７
・２
１
２
・４
７
２
２ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

参
考 

 

厚
生
労
働
省
に
よ
り
ま
す
と
、
４
回
目
接
種
の
対

象
と
な
る
基
礎
疾
患
な
ど
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。 

（
＊
）
基
礎
疾
患
に
つ
い
て 

▽
慢
性
の
呼
吸
器
の
病
気 

▽
高
血
圧
な
ど
慢
性
の
心
臓
病 

▽
慢
性
の
腎
臓
病 

▽
肝
硬
変
な
ど
慢
性
の
肝
臓
病 

▽
イ
ン
ス
リ
ン
や
飲
み
薬
で
治
療
中
の
糖
尿
病
ま
た
は
ほ
か 

 
 
 

 
 

の
病
気
を
併
発
し
て
い
る
糖
尿
病 

▽
鉄
欠
乏
性
貧
血
を
除
く
血
液
の
病
気 

▽
が
ん
な
ど
免
疫
の
機
能
が
低
下
す
る
病
気 

▽
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
免
疫
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
治
療
を 

 

 
 

受
け
て
い
る
人 

▽
免
疫
の
異
常
に
伴
う
神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患 

▽
神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患
が
原
因
で
身
体
の
機
能
が  

  

衰
え
て
呼
吸
障
害
な
ど
に
な
っ
た
人 

▽
染
色
体
異
常 

▽
重
度
の
身
体
と
知
的
の
障
害
が
重
複
し
た
状
態
の
重 

  

症
心
身
障
害 

▽
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群 

▽
重
い
精
神
疾
患 

 
 

で
す
。
ま
た
、 

▽
肥
満
の
程
度
を
示
す
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
」が
３
０
以
上
の
人
も
重
症

化
リ
ス
ク
が
高
い
と
し
て
対
象
に
な
り
ま
す
。 

接種回数 対 象 使用できるワクチン 

 

対象年齢 接種間隔（前回からの） 

1･2 回目 5 歳以上 ファイザー １２歳以上 3 週間 

ファイザー（小児用） ５－１１歳 3 週間 

武田/モデルﾅ １２歳以上 ４週間 

武田/（ノババックス） １８歳以上 ３週間 

３回目 12 歳以上 ファイザー １２歳以上 ５か月以上 

武田/モデルﾅ １８歳以上 ５か月以上 

武田/（ﾉﾊﾞﾊﾞｯｸｽ） １８歳以上 ６か月以上 

４回目 ① ６０歳以上 

② １８‐５９歳で基

礎疾患ある人（＊） 

ファイザー １８歳以上 ５か月以上 

月 とんぷく薬 

火 高齢者のむし歯 

水 フッ素について 

木 漢方の出番 

金 繰り返す痛風 

土日 昼間の歯ぎしり 

http://www.raijin.com/kenko/
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 こ
の
ほ
か
、
医
師
が
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断
し
た

人
も
対
象
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 
                          

イ
ト
ト
ン
ボ 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
  

 
  

 
 

 
 
 
  

 
  

 

「新
老
人
の
会
」 

   

私
は
八
十
五
歳
の
と
き
、
「ま
も
な
く
９
０
歳  

   

に
な
る
か
ら
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
」 

   

い
」と
思
い
、
そ
れ
か
ら
５
年
間
考
え
、
９
０
歳  

   

を
迎
え
た
２
０
０
０
年
に
「日
本
で
は
７
５
歳 

   

以
上
の
人
を
『後
期
高
齢
者
』と
言
っ
て
、
ど
う 

   

し
よ
う
も
な
い
高
齢
者
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る 

   

が
、
あ
の
嫌
な
言
葉
は
や
め
て
し
ま
お
う
」と 

 

 
 

 

「新
老
人
の
会
」を
立
ち
上
げ
た
。 

 
 

 

ア
メ
リ
カ
で
は
高
齢
者
を
尊
敬
し
て 

 
 

 
 
 

th
e
 e

ld
e
rly

 
 
 

と
呼
ぶ
。
私
は 

 
 

 
 
 

a
s
s
o
c
ia

tio
n
 o

f th
e
 e

ld
e
rly

 
 

 
 

 

と
し
て
、
「新
老
人
の
会
」を
作
り
、
７
５
歳
以
上 

 

 
 

 

を
「シ
ニ
ア
会
員
」、
６
０
歳
～
７
４
歳
を
「ジ
ュ 

 
 

 

ニ
ア
会
員
」、
「６
０
歳
未
満
を
「サ
ポ
ー
ト
会 

 
 

 

員
」と
し
て
世
代
を
超
え
た
運
動
を
起
こ
し
た
。 

 
 

「新
老
人
の
会
」に
は
三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
る
。 

 
 

 
 

①
愛
し
愛
さ
れ
る
こ
と 

 
 

 
 

②
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
勇
気
を
も
っ
て 

 
 

 
 
 

「創
（は
じ
）め
る
こ
と
」 

 
 

 
 

③
耐
え
る
こ
と 

 
 

２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
の
東
日
本
大
震
災
の
よ 

 
 

う
な
災
害
で
大
変
な
目
に
遭
い
困
っ
て
い
る
人 

 
 

を
、
誰
か
が
助
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は 

 
 

何
か
の
事
件
や
病
気
に
堪
え
る
と
い
う
こ
と
を
経 

 
 

験
す
る
と
、
「
私
は
耐
え
た
」と
い
う
こ
と
で
、
今
度 

 
 

は
３
・１
１
の
被
災
者
が
耐
え
る
た
め
に
傍
で
手 

 
 

助
け
を
し
よ
う
と
考
え
る
。
「
耐
え
る
経
験
」の
無 

 
 

い
人
は
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 
 

 
 

日
野
原
重
明
著
「だ
か
ら
医
学
は
面
白
い
」よ
り 

   

 
 
 
 

改
札
は
鋏
が
よ
け
れ
花
野
行
（か
う
） 

  
 

 

『雪
間
』（平
５
）所
収
。
「花
野
行
」
は
秋
の
田
園

へ
の
小
旅
行
。
親
し
い
人
々
と
花
野
め
ぐ
り
に
出
か

け
よ
う
と
い
う
時
に
は
、
開
札
口
で
も
い
ち
い
ち
鋏

の
音
が
聞
き
た
い
も
の
だ
。
不
愛
想
な
自
動
改
札

で
は
な
く
、
と
い
う
気
分
で
あ
る
。
こ
う
い
う
さ
さ

や
か
な
気
分
は
、
い
わ
ば
小
さ
な
ぜ
い
た
く
で
あ

る
。
そ
れ
が
知
ら
ぬ
間
に
だ
ん
だ
ん
押
し
つ
ぶ
さ
れ

て
ゆ
く
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
、
こ
れ
を
作
ら
せ
て
い

る
。
「ス
キ
ー
列
車
に
乗
合
わ
せ
た
る
ふ
し
あ
わ
せ
」

と
も
。 

大
岡 

信
著 

『新
折
々
の
う
た
」 

二 

岩
波
新
書 

    

 
 

 

け
ん
こ
う 

（百
五
十
三
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（感
染
症
）（１
９
） 

 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
広
が
り
、
３
年

目
に
な
り
ま
し
た
。 

    

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
す
。 
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１
．
流
行
は
２
０
２
０
年
１
月
に
始
ま
り

ま
し
た
。 

２
．
こ
れ
ま
で
６
度
に
わ
た
る
感
染
拡
大 

の
波
を
経
験
し
た
。
２
０
２
２
年
７
月

現
在
、
第
７
波
を
迎
え
て
新
規
感
染
者

数
が
著
し
く
増
加
し
て
い
ま
す
。 

３
．
未
知
の
感
染
症
で
防
止
策
・
治
療
薬

も
分
か
ら
な
か
っ
た
第
１
波
は
医
療
現

場
に
と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
時
期
で

あ
っ
た
。 

４
．
感
染
予
防
に
関
す
る
国
内
外
の
知
見

の
蓄
積
と
治
療
薬
の
増
加
で
対
応
の
仕

方
が
分
か
っ
て
き
た
が
、
第
３
波
で
痛

感
し
た
の
が
病
床
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）

の
問
題
だ
っ
た
。
治
療
方
法
が
確
立
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
状
態
に
お
い
て
も
、
患

者
に
医
療
が
届
か
な
い
事
態
に
な
り
、

特
に
昨
年
６
月
以
降
の
第
５
波
下
の
東

京
で
は
自
宅
療
養
中
に
亡
く
な
る
人
が

相
次
い
だ
。 

５
．
２
０
２
１
年
、
８
月
の
ピ
ー
ク
時
に

は
、
１
日
当
た
り
の
都
内
の
感
染
者
が

５
０
０
０
人
を
超
え
、
自
宅
療
養
者
は

最
大
時
で
２
万
五
千
人
、
入
院
先
な
ど

の
療
養
先
が
決
ま
ら
な
い
患
者
も
１
万

人
を
超
え
た
。
制
御
不
能
な
状
況
に
あ

り
、
災
害
レ
ベ
ル
で
感
染
が
猛
威
を
振
る

う
非
常
事
態
に
陥
っ
た
。
幸
い
国
民
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
の
向
上
と
と
も
に
感
染
者

数
は
激
減
し
た
。 

６
．
一
方
、
病
床
数
の
逼
迫
で
他
疾
患
の
患

者
も
重
症
化
し
て
か
ら
病
院
に
運
ば
れ
て

来
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
治
療
期
間
が

長
く
な
り
、
さ
ら
に
新
た
な
患
者
の
受
け

入
れ
が
困
難
と
な
る
悪
循
環
に
陥
っ
た
が

こ
れ
か
ら
も
同
じ
問
題
が
残
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
た
。 

７
．
国
は
、
第
６
波
に
備
え
、
コ
ロ
ナ
病
床

を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
２
０
２

１
年
１
１
月
下
旬
に
南
ア
フ
リ
カ
で
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
新
た
に
出
現
し
、
瞬
く
間
に

世
界
中
に
広
が
り
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

３
回
目
が
施
行
中
だ
が
接
種
率
も
低
く
、

感
染
者
数
は
激
増
し
た
。 

８
．
３
月
下
旬
か
ら
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
変

異BA.2

ス
テ
ル
ス
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
発
生
が

オ
ラ
ン
ダ
を
中
心
に
激
増
し
、
第
７
波
襲

来
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
７
月
以

降
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
のBA.5

系
統
患
者
数
が

よ
り
増
加
し
や
す
い
こ
と
、
免
疫
逃
避
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、BA.5

へ
の
置
き

換
わ
り
は
夏
休
み
に
よ
る
接
触
機
会
の
増

加
と
相
ま
っ
て
、
新
規
感
染
者
の
急
速
な

増
加
の
継
続
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
勢
い
が
止
め
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。 

 １ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の 

感
染
者
数
（死
亡
者
数
）
（ 

８
月
４
日
） 

報
道
機
関
に
よ
り
数
字
の
異
動
あ
り
ま
す
。 

世
界 

 
 

５
億
７
９
４
４
万
９
５
４
５
人 

 
 
 

 
 

 
 

（
６
４
０
万
５
４
７
０
人
） 

日
本       

 

１
３
１
２
万
９
６
７
８
人 

 
 
 
 
 
 

（３
万
２
８
４
６
人
） 

群
馬
県 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
４
万
０
２
５
５
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３
５
２
人
） 

  

２
．
個
人
で
や
る
予
防 

個
人
で
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 
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Ａ 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
機
会
回
避
を

基
本
に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど

個
人
で
で
き
る
対
応
を
と
る
こ
と
が
大
切
で

す
。 

Ｂ 

ワ
ク
チ
ン 

（お
問
い
合
わ
せ
先
（個
別
・集
団
接
種
と
も
）） 

１ 

健
康
福
祉
部 

健
康
づ
く
り
課 
新
型
コ
ロ 

 
 

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ: 

０
２
７
・４
２
２
・１
２
１
１(

代
表) 

２ 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
２
７
・２
１
２
・０
２
６
６ 

３ 

副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
の
専
門
的
な
相
談
先 

 
 
 
 

ぐ
ん
ま
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
・７
８
３
・９
１
０ 

土
日
・祝
日
を
含
め
２
４
時
間
、
２
０
か
国
語
で
対
応  

   

３
．
医
院
と
し
て
の
対
応
の
現
状  

① 

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診 

 
 

で
は
内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策
に
沿 

 
 

っ
て
対
応
し
て
い
る
。 

② 

一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い
対
策 

 

例 
 ① 

発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

② 

診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の 

 
 

診
療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処 

   

方
箋
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り 

   

つ
け
の
患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診 

   

察
・
処
方
箋
発
行
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

屋
外
で
の
テ
ン
ト
の
用
意
（
診
察
・
検 

 

 
 

査
ま
で
の
待
機
用
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
み
な
へ
し 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

＊
患
者
様
を
送
迎
し
て
く
だ
さ
る
方
に
お
願 

 

い
し
ま
す
。
患
者
様
を
連
れ
て
き
て
く
だ 

さ
っ
た
方
は
、
検
査
・
治
療
の
方
針
が
立
つ

ま
で
、
車
で
待
機
し
て
く
だ
さ
い
。 

発
熱
の
あ
る
方
は
院
内
に
は
原
則
と
し
て
入

れ
ま
せ
ん
。
冬
夏
季
に
は
外
で
長
時
間
待
つ

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
時
間
が
か
か

る
場
合
は
タ
ク
シ
ー
で
一
旦
お
帰
り
頂
き
家

で
待
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

④ 

軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、 

 

２
日
間
、
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な 

 

い
、
ま
た
は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で 

 

あ
れ
ば
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
参 

考
】 

 

日
本
感
染
症
学
会
な
ど
４
学
会
の
声
明
（8

/2

） 

６
５
歳
未
満
で
持
病
が
な
く
、
軽
症
の
場
合

は
慌
て
て
受
診
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
本

当
に
必
要
な
人
が
医
療
に
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
協
力
し
て
欲
し
い
と
し
て
、

受
診
の
目
安
を
示
し
た
。 

 

〇
軽
症
で
、
若
く
持
病
が
な
け
れ
ば
、
慌
て 

 

て
受
診
す
る
必
要
は
な
い 

〇
症
状
が
重
い
場
合
、
３
７
．
５
以
上
の
発

熱
が
４
日
続
く
と
き
、
高
齢
者
、
持
病
が

あ
る
人
、
妊
婦
ら
は
早
め
に
か
か
り
つ
け 
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医
に
相
談 

〇
顔
色
が
明
ら
か
に
悪
い
、
息
苦
し
い 

 

 
場
合
な
ど
は
１
１
９
番
に
電
話 

〇
救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
ら
、
か
か 

 

り
つ
け
医
や
＃
７
１
１
９
な
ど
の
窓 

 

口
に
相
談 

⑤ 

来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、
指

示
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥ 

家
か
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

⑦ 

可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
下
さ

い
。
携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関
扉
の
左
側

手
前
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
ご
利
用
い
た

だ
き
指
示
を
お
待
ち
下
さ
い
。 

⑧
そ
の
他 

 

４
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
（整
理
） 

 
 

 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

 

１
週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠

感)

、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・
味
覚
障

害
な
ど
。
下
痢
、
鼻
水
な
ど
軽
い
風
邪
症
状
の

み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

基
礎
疾
患
・
・
・
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
喘
息
、

肥
満
、
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、
腎
臓
病
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
れ
る
こ
と 

 

① 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

 

② 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

 

③ 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
が
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し
て

い
た
だ
く
場
合 

 
② 
か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
３
ペ
ー
ジ
、
六
参
照) 

５
．
医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に
は
院

外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪
症
状
の

あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇 

院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 

〇 

携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に
あ
る

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
ほ

か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や
く
し
ゃ
み

を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ

チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お
さ
え
る
こ
と
）

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カ
マ
キ
リ 
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６
．
新
型
コ
ロ
ナ
の
検
査
に
つ
い
て 

積
極
的
疫
学
調
査
重
点
化
に
お
け
る
検
査
対
象
者 

 
 
 

                      

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
九
十
九
） 

は
し
ご 

◇
長
い
梯
子
が
あ
っ
た
。
２
階
建
て
の
屋
根
ま
で
も
届

く
よ
う
な
長
い
梯
子
を
使
っ
て
、
家
根
の
一
部
を

修
理
し
よ
う
と
父
が
兄
た
ち
と
家
の
裏
か
ら
運
ん

で
き
た
。 

◆
私
が
小
学
校
低
学
年
の
頃
の
こ
と
、
体
も
手
足
も

細
か
っ
た
わ
た
し
は
、
そ
の
周
り
で
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ

っ
て
い
た
。
屋
根
の
廂
は
下
か
ら
見
る
と
す
ぐ
そ
こ

の
感
じ
が
し
て
、
調
子
に
乗
っ
て
、
あ
る
い
は
父
や

兄
に
囃
（は
や
）さ
れ
て
私
は
す
る
す
る
と
は
し
ご

を
昇
っ
て
行
っ
た
。 

◇
屋
根
の
廂
の
高
さ
ま
で
上
り
詰
め
る
と
、
さ
て
ど
う

梯
子
か
ら
屋
根
に
移
っ
た
ら
よ
い
か
が
分
か
ら
な

い
、
手
で
摑
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
た
よ
り
な
い

の
で
あ
る
。
下
を
見
た
ら
、
皆
が
丸
い
顔
で
上
を
見

て
い
る
、
こ
ん
な
に
高
い
と
こ
ろ
ま
で
登
っ
た
と
は

知
ら
な
か
っ
た
。
怖
さ
に
泣
い
た
か
、
緊
張
で
固
ま

っ
た
か
、
ま
っ
た
く
身
動
き
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
何
も
見
え
な
い
、
聞
こ
え
な
い
、
長
い
長
い
一

瞬
間
。 

◆
体
が
ふ
わ
ー
っ
と
宙
に
浮
い
た
。
ア
ッ
と
思
っ
た
ら

足
が
梯
子
か
ら
離
れ
た
。
私
の
か
ら
だ
は
軽
々
と

父
の
腕
に
抱
え
込
ま
れ
、
父
は
悠
々
と
地
上
に
戻
っ

て
き
た
。 

◇
六
十
年
以
上
も
前
の
感
覚
を
今
も
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。
か
ら
か
い
な
が
ら
も
ほ
っ
と
し
た
兄
た
ち

の
歓
声
、
母
の
お
ど
お
ど
、
父
の
ま
な
ざ
し
。  

◆
聞
け
ば
、
そ
の
父
も
子
供
の
こ
ろ
屋
根
の
廂
に
つ
か

ま
っ
て
「ち
ゃ
ち
ゃ―

ち
ゃ
ち
ゃ
ー
（
母
ち
ゃ
ん
、
母

ち
ゃ
ん
）と
泣
き
叫
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
、

村
の
お
年
寄
り
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

自
分
は
あ
の
時
の
父
の
よ
う
に
、
頼
も
し
い
父
で
あ

り
え
た
だ
ろ
う
か
？ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

木
槿 

 
 

 
 

 

  
 

 
 
 

 

 積極的疫学調査重点化対象 

 

①同居家族 

②医療機関 

③高齢者施設、障害児者施設 

④保健所長が必要と認める施設 

積極的疫学調査重点化 

対象外 

 

左記①②③④以外 

有症状者 検査する  原則として検査する 

無症状者 次の方を検査する 

・６５歳以上 

・重症化リスクのある人 

・保健所長が必要と認める人 

 

原則として検査しない 

・当初無症状であっても、症状   

が出たときは検査 
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木
槿
（む
く
げ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

 

 

◇
診
察
室
の
ま
ど
か
ら
外
を
見
る
と
青
空
と
木

槿
の
葉
の
緑
、
ピ
ン
ク
色
の
花
が
鮮
や
か
で

あ
る
。
普
段
は
見
過
ご
し
て
い
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
予
防
注
射
を
ひ
と
り
に
打
つ
た
び

に
、
手
を
洗
い
、
水
を
ふ
き
と
り
な
が
ら
外

を
眺
め
て
い
る
と
、
現
実
と
違
っ
た
世
界
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。
重
苦
し

い
気
分
が
す
っ
と
軽
く
な
っ
て
い
く
。 

◆
か
つ
て
、
母
の
友
人
の
お
兄
さ
ん
が
外
科
を

開
業
し
て
い
て
、
大
変
な
こ
と
が
あ
る
と
窓

の
外
を
眺
め
て
深
呼
吸
を
し
て
気
を
落
ち
着

か
せ
て
い
た
こ
と
を
母
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
と
い
う
。
わ
た
し
は
、
一
人
一
人
の
注
射
を

す
る
た
び
に
、
外
の
景
色
を
見
て
は
そ
ん
な
こ

と
を
想
い
出
し
て
い
た
。 

◇
そ
う
い
え
ば
、
コ
ロ
ナ
の
予
防
注
射
が
始
ま
っ

た
の
は
１
年
前
だ
っ
た
。
む
く
げ
の
葉
が
出

て
、
蕾
が
膨
ら
み
、
赤
み
を
帯
び
、
開
花
す

る
。
そ
れ
か
ら
枯
れ
落
ち
る
ま
で
、
も
う
３
回

も
ワ
ク
チ
ン
注
射
が
あ
っ
た
。
花
か
ら
次
の
花

ま
で
見
た
の
で
一
年
間
経
っ
た
こ
と
に
気
が
付

い
た
わ
け
だ
。
今
回
は
４
回
目
で
あ
る
。
十
月

に
は
５
回
目
が
あ
る
と
い
う
。 

◆
得
体
の
し
れ
な
い
疫
病
の
発
生
、
欧
米
で
の
高

い
死
亡
数
、
防
御
法
も
ま
だ
わ
か
ら
な
い
な
か

で
、
今
度
こ
そ
人
類
が
滅
び
て
し
ま
う
の
か
、

と
新
し
い
病
気
に
、
注
射
を
受
け
に
来
た
人
た

ち
も
緊
張
し
て
ご
自
分
の
順
番
を
待
っ
て
る
。

ワ
ク
チ
ン
陰
謀
説
も
拡
が
っ
た
り
し
て
、
心
配

に
拍
車
を
か
け
た
時
期
だ
っ
た
。 

◇
私
も
緊
張
を
感
じ
て
、
窓
に
向
か
っ
て
深
呼
吸

を
す
る
と
、
思
い
の
ほ
か
に
気
持
ち
が
楽
に
な

っ
た
。 

◆
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
大
い
に
落
胆
し
た
こ
と

は
、
日
本
の
薬
剤
会
社
が
、
国
民
の
期
待
を
果

た
せ
ず
に
、
な
か
な
か
日
本
産
の
ワ
ク
チ
ン
を

作
り
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

学
問
を
軽
視
し
て
経
済
を
優
先
し
た
こ
と
の
し

っ
ぺ
い
返
し
か
と
考
え
て
み
た
。
こ
ん
な
に
何

も
で
き
な
い
国
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
言
葉
が

診
察
中
多
く
の
患
者
さ
ん
の
口
か
ら
洩
れ
聞
こ

え
て
き
た
。 

◇
木
槿
の
花
と
の
再
会
に
、
１
年
経
っ
た
と
い
う

感
慨
は
あ
る
が
、
疫
病
は
終
息
ど
こ
ろ
か
さ
ら

に
勢
い
を
つ
け
て
世
界
中
に
ま
ん
延
し
て
い
る

の
で
、
心
配
か
ら
い
つ
に
な
っ
た
ら
解
放
さ
れ

る
の
か
と
い
う
思
い
の
方
が
強
い
。 

◆
し
か
し
、
１
年
目
の
よ
う
に
た
だ
た
だ
怖
が
っ

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
『
三
密
を
避
け
る
』

を
は
じ
め
と
し
て
、
手
洗
い
、
不
要
不
急
の
外

出
を
避
け
る
な
ど
感
染
に
対
す
る
基
本
的
予
防

が
極
め
て
重
要
な
こ
と
が
経
験
か
ら
わ
か
っ
て

き
た
こ
と
は
一
つ
の
安
心
材
料
で
あ
る
。 

◇
そ
の
よ
う
な
中
、
２
月
２
３
日
、
ロ
シ
ア
軍
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
り
、
世
界
に
も

核
兵
器
保
持
を
誇
示
し
て
周
囲
の
隣
国
に
覇
権

を
窺
う
国
が
出
て
き
て
人
類
に
更
な
る
悲
劇
を

作
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
な
ど
、
世
界
が
一
つ

に
な
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
と
戦
っ
て
い
る
時
に
な

ぜ
こ
ん
な
戦
争
を
起
こ
す
の
か
と
情
け
な
か
っ

た
。
台
風
、
豪
雨
な
ど
の
災
害
ま
で
も
人
間
の

世
界
を
映
す
か
の
よ
う
に
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
荒

れ
様
で
あ
る
。 
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 ◆
聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
世
界
が
生
ま

れ
た
と
す
れ
ば
、
創
造
主
は
人
類
の
愚
か
さ

を
ま
た
も
や
悲
し
ま
れ
る
だ
ろ
う
。 

◇
来
年
の
春
ふ
た
た
び
ム
ク
ゲ
の
花
は
咲
く
だ

ろ
う
が
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
は
見
ら
れ
る
か
し

ら
ん
、
世
界
の
不
穏
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。 

花
に
尋
ね
て
も
花
は
答
え
ま
い
。 

 

花
が
問
う
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
そ
う

い
う
お
ま
え
た
ち
の
気
持
ち
は
確
固
と
し
て

い
る
の
か
と
。 

 
 

 

 
 

    

  
 

  

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

     


